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葉原には続々と新たなメイ ド喫茶が誕生 した｡

メイド喫茶各店はブームに乗ってメディアに迎

合する店､独自路線をつらぬく店とそれぞれ生

き残りをかけた経営戦略を採っている｡

また飽和するメイド喫茶市場は新たなビジネ

スチャンスを求めてメイド喫茶はリフレクソロ

ジーなど新たな業種への発展､ウェイトレスの

芸能活動など飲食店の枠に収まりきらない様々

な形へと発展していった｡

このブームがいつまで続くのかは分からない｡

だがブームがメイド喫茶に与えた影響を読み解

くことで､秋葉原という街の変化を一側面から

見ることができるのではないかと考え､本論文

では主に秋葉原のメイ ド喫茶に焦点を絞って｡

一つの流行が都市にもたらす影響について概観

していく｡

六本木六丁目の再開発と街の変化

2003年に完成した六本木ヒルズ｡この頃の開

発ラッシュで唯一既存の街並みを解体し､新た

な街をその上に形成した､民間が手掛けた大型

都市開発である｡ そもそも六本木ヒルズは森ビ

ル社長の森稔が理想とした､一つのエリアに居

住地､職場を含め居住空間が至近距離に位置す

る街､時代の先-行 く ｢文化都市｣を目指して
造られた街である｡ その甲斐あってオープン直

後の調査では､都会的､大人の雰囲気など､森

稔の措いた通りの印象を来客者たちは抱いてい

る｡

また､六本木ヒルズが完成 したことにより､

マスコミの六本木-の対応が変化した｡取 り上

げられる内容 もかつてのものとだいぶ変化し､

風俗関係の情報は格段に減少 している｡ 逆に､
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デー トスポットや企業の情報が増加 している｡

それは､六本木という街に対しての人々の関心

が移 り変わっていることを示している｡ 大きな

街が一つできたことにより六本木という街全体

の関心と印象を変化させていると考えられる｡

街並みの変化についても､六本木ヒルズ建設

の影響がうかがえる｡ 飲食店の分布では､飲食

店が散在していた着工前と比べると､六本木ヒ

ルズの周辺に集中して展開している事がわかる｡

更に､地価も六本木ヒルズを中心としたエリア

のみ上昇傾向にある｡ 六本木という街が､六本

木ヒルズを中心として､人の流れだけでなく､

印象､街並みを含めて全体的に変化させている

と言える｡

現代猫論
一地域猫活動の何が問題か-

ペットの地位上昇とペット産業の華々しさの裏

で､行政に寄せられる野良猫に関する苦情は微増

傾向にある｡ この傾向は東京など大都市圏で特に

顕著である｡ その状況下で､野良猫の問題に関し

てここ10年で大きな変化があった｡それが地域猫

活動の広まりである｡

現在飼育されている猫は､エジプト人がリビア

山猫を飼いならしたことを起源とする説が有力だ｡

猫はエジプトからイスラム世界へ､ヨーロッパへ

持ち出され､16世紀にはヨーロッパからアメリカ
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へ持ち出された｡ 東洋においては､インドに古

くから家猫がいた記録が残されている｡ インド

にいた家猫は仏典と共に中国へ渡 り､さらに日

本へと渡った｡平安初期､猫は外国からの珍奇

で美しい生き物として､高貴な人々にペットと

して大切にされた｡猫は殖え､最初に比べると

貴重なものではなくなって､一般に広まってい

った｡また､次第に気味悪いものとしても見ら

れるようになり ｢猫股｣伝説が生まれた｡江戸
時代には生類憐みの令など猫優遇政策がとられ
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